

























































図 ・ 参照）。メールおよび の利用については、 ％が で利用し
ており（付録 の図 参照）、 の閲覧として利用している学習者が大半で
あり、メールを利用していないと答えた学習者は ％であった（付録 の図
参照）。さらに、英語学習用コンテンツの利用経験についても、ほぼ全員






































































さらに、 と について、実験群と統制群との 群間で、差があるか、
分散分析を行ったところ、読解スコアについて、 群間の間に有位傾向が認められた
（ 値 、図 参照）。また、 と について群間で有位差が認めら
れた（表 ・ ，図 ・ 参照）。すなわち、提示法の違いによる学習効果が見られた。
表 プリテストにおける読解スコアの 検定の結果




平均 標準偏差 値 値
表 統制群の読解スコアについての分散分析結果
















実験群 平均 標準偏差 値 値
表 実験群の についての分散分析結果
平均 標準偏差 値 値
表 についての分散分析結果
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よりも早いスピードを設定してほしい 秒 秒 秒
秒よりも遅いスピードを設定してほしい 特になし
